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●クリスマス献金案内一式＜全員＞ 

●南ＹＭＣＡ便り（桃）＜全員＞ 

●「デンマーク訪問のご案内とホストファミリーのお願い」(黄)＜全員＞ 
 

 

 

 

 

 

    

 

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

「学校通信」はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧
えつらん

できます。 

「教員ブログ」も更新中です。本校のホームページにてご覧ください。 
 

 

●後期のレポート提出最終締切日は、2016年 1 月 7 日（木）17 時です。 

（郵送は当日消印有効） 

 

http://www.ymcagakuin.ac.jp/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

  

 

 

『クリスマス献金
け ん き ん

のお願
ね が

い』 

 

「なんのために生
う

まれて何
なに

をして生
い

きるのか」これはアンパンマンのテーマソングです。 

アンパンマンは“世界
せ か い

最弱
さいじゃく

”のヒーローです。ちょっと汚
よご

れたり、雨
あめ

にぬれただけでも、 

ジャムおじさんに助
たす

けを求
もと

めます。でも、いざというときには、自分
じ ぶ ん

の顔
かお

をちぎって食
た

べて 

もらう。著者
ちょしゃ

の柳瀬
や な せ

さんの人
ひと

を思
おも

う気持
き も

ち、溢
あふ

れんばかりの優
やさ

しさというか、何
なに

かせずには 

おれない気持
き も

ちが伝
つた

わってきます。アンパンマンは何
なに

か余
あま

っているものを渡
わた

すのではなく、 

自分
じ ぶ ん

を傷
いた

めて人
ひと

にさしだすのです。 

さて YMCAで集
あつ

めるクリスマス献金
けんきん

は、弱
よわ

い人
ひと

や必要
ひつよう

とされる人
ひと

、子
こ

どもたちのための 

地域
ち い き

奉仕
ほ う し

・国際
こくさい

協 力
きょうりょく

の活動
かつどう

に捧
ささ

げています。灰谷
はいたに

健二郎
けんじろう

さんの「兎
うさぎ

の眼
め

」に「弱
よわ

い者
もの

、 

力
ちから

の無
な

い者
もの

を疎外
そ が い

したら、疎外
そ が い

した人
ひと

が人間
にんげん

として、だめになる」とありますが、 

クリスマスにはそんな言葉
こ と ば

が心
こころ

に響
ひび

きます。 

入学
にゅうがく

した時
とき

は「弱
よわ

い」と周
まわ

りや自分
じ ぶ ん

でもそう感
かん

じている生徒
せ い と

たちも、卒業
そつぎょう

すると 

「自分
じ ぶ ん

は YMCAで学
まな

んだことを実践
じっせん

するだけでまわりの人間
にんげん

関係
かんけい

を良
よ

くすることができる。 

自分
じ ぶ ん

たちはそんな力
ちから

を持
も

っている」と言
い

うまでになります。 

皆様
みなさま

から寄
よ

せられた献金
けんきん

での活動
かつどう

「わいわいカフェ」「香港
ほんこん

グローバルシチズンキャンプ」 

などは生徒
せ い と

の成長
せいちょう

の一助
いちじょ

となり、必要
ひつよう

とされている人々
ひとびと

の人生
じんせい

を輝
かがや

かせています。 

このような活動
かつどう

を続
つづ

けていくためにもクリスマス献金
けんきん

へのご協 力
きょうりょく

をお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

同封
どうふう

の献金
けんきん

袋
ぶくろ

に入
い

れてお持
も

ちいただければ幸
さいわ

いです。 

 

                                （副校長
ふくこうちょう

 鍛治
か じ

田
た

 千文
ち ふ み

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のメッセージ 
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――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に 3 年以上在学すること。 

② 74 単位以上修得すること。 

③ 必修科目は履修認定を得ること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を 3 単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に 30時間以上参加すること。 

（『2015 年度版 学務の手引き』より抜粋） 

 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%A2%A5%F3%A5%D1%A5%F3%A5%DE%A5%F3
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%A2%A5%F3%A5%D1%A5%F3%A5%DE%A5%F3
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%B8%A5%E3%A5%E0%A4%AA%A4%B8%A4%B5%A4%F3


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事予定など 

11   月 

11/25 水 16年度開講「新クラス」説明会（15：00-15：50） 

11/27 金 講座「産業社会と人間（共生社会）」（6限目）、放送視聴申請書提出締切日 

11/28 土 特別活動：「スポーツ大会」 

11/30 月 講座「体育 J」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ(5･6限目) 

12  月 

12/1 火 講座「体育 e」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ（4限目） 

2 水 「学習状況報告（第 2回）」発送予定 

3 木  

4 金 講座「産業社会と人間（仕事発見）」（6･7限目） 

5 土 特別活動：｢クリスマス礼拝」・「街頭募金」（P.17-18参照） 

） 6 日  

7 月 PCルーム開放（16：00～17：00） 

8 火  

9 水 PCルーム開放（16：00～17：00） 

10 木 特別活動：「ハイキング」（P.19参照） 

11 金 
講座「総合的な学習の時間Ａ」校内ｽｸｰﾘﾝｸﾞ(12:25-､14:00-) 
特別活動：「ホームルーム」(6限目)、PCルーム開放（16：00～17：00）、 
16年度開講「新クラス」説明会（16：10-17：00） 

16 水 
講座「体育ａ2・3」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ、PCルーム開放（13：00～15：00） 
「学習状況報告（第 3回）」発送予定 

17 木 「学習アシストルーム」年内最終日 

18 金 講座「ｳｨﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂ」校内ｽｸｰﾘﾝｸﾞ(6限目）、 PCルーム開放（14：00～16：00） 

21 月 講座「体育ａ1」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ、後期通常スクーリング最終日、〔学校通信〕発送予定 

22 火 マイスペースコース特別活動 

23 水 （天皇誕生日）冬期休暇始まり（～1/4） 

24 木  

1 月 

1/4 月 冬期休暇終わり 

1/5 火  

1/6 水 
講座「体育ｂ1･2」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ、講座「ｳｨﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂ」実習（～1/8） 
「学習アシストルーム」最終日 

1/7 木 
後期レポート提出最終締切日（学校窓口 17時、当日郵便消印有効）、 
PCルーム開放（13：30～17：00） 

1/8 木 講座「体育ｃ1･2･4」「体育ｂ3」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ 

1/16 土 大学入試センター試験 

1/17 日 大学入試センター試験 

1/18 月 センター試験自己採点（予定）、〔学校通信〕発送予定 

1/20 水 
1/5以降返却の「再提出評価レポート」提出締切日（17時学校必着）、 
〔学校通信〕発送予定 

1/26 火 〔単位認定テスト受験資格確認表〕ほか発送予定 

スケジュール（11/25～1/26） 

3 

冬期休暇中は来校できません。 

レポートの学校窓口提出もできません。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【「学習状況報告（２回目）」の発送】 12月2日（水） 

■「学習状況報告（１回目）」を11月9日（月）に発送していますので、スクーリングの出席回数と 

レポートの提出状況について、各自でしっかり確認しておいてください。 

■「学習状況報告（２回目）」を12月2日（水）に発送します。12月1日（火）までのスクーリング 

 の出席回数とレポートの提出状況が記載されていますので、各自でしっかり確認してください。 

■残りのスクーリングについては、「個人時間割」と各講座の「学習計画表」で確認し、必要な出席時数を 

クリアするようにしてください。 

｢個人時間割｣をなくしている場合は、再発行できますので事務室で申し込んでください。 

■各講座とも、補講はありませんので十分注意してください。 

■まだ提出していないレポートと「再提出」評価のレポートを確認し、最終締切日〔1/7（木）〕までに 

確実に提出するよう注意してください。 

■「学習状況報告（３回目）」は、12月16日（水）頃発送の予定です。 

また、後期最終の「学習状況報告」は、各講座の単位認定テストの受験資格の通知とともに、１月26日（火）に 

発送の予定です。 

 

【レポートの提出について】 

■レポート各回の提出締切日が過ぎていても、最終締切日（1/7（木））までに提出すれば大丈夫 

ですので、しっかり取り組んで提出してください。 

■まだ提出していないレポートは、早めに提出するようにしましょう。 

提出しなければならないレポートがたまってくると、仕上げるのが大変になります。毎日少し 

ずつでも取り組み、提出するように心がけましょう。 

■返却されたレポートは、「再提出」評価がないかどうか確認し、「再提出」評価のレポートは、 

再度取り組み、早めに提出しましょう。 

■レポートやバーコードシールをなくしている場合は、再発行できますので、事務室で申し込んで 

ください。 

■提出するときは、バーコードシールを必ず貼って提出してください。 

■後期のレポート提出最終締切日は、１月７日（木）１７時（郵便は当日消印有効）です。 

出し忘れがないよう十分気をつけてください。 

 ■一人でレポートに取り組むのが苦手な人は、火曜日と木曜日に実施している「学習アシストルーム」 

を利用することをおすすめします。 

  （「学習アシストルーム」については、P.14を参照） 

 

【「卒業意思確認書」の提出について】 15年度後期卒業予定者対象 

 ■15年度後期に、卒業できる見込みがあり、また生徒ご本人に卒業の意思を確認させていただいて 

いる方には、「卒業意思確認書」を提出いただくようご案内しています。 

■まだ提出されていない方には、今回「卒業意志確認書」を同封していますので、必要事項を 

ご記入の上、12月 4日（金）までに、担任まで提出するか郵送するかしてください。 

 

 

教務からのお知らせ 
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【ＰＣルームの開放について】 

 ■情報系講座のレポート作成のため、以下の日程でＰＣルーム(3階)を開放いたします。 

ご活用ください。 

 

 

12月  7日（月）、12月 9日（水）の 16時～17時 

12月 16日（水）の 13時～15時 

12月 18日（金）の14時～16時 

 1月  7日（木）の13時 30分～17時 

 

 

【「スクーリング代替課題」のある講座について】 

■理科の一部、芸術科の一部、家庭科の一部、英語科の一部、体育の一部、宗教科の各講座には、 

スクーリング出席時数が不足する場合に提出する、「スクーリング代替課題」があり、該当講座の 

レポートの袋に入っています。（クリーム色紙に印刷されています） 

■出席時数が不足する場合は、「スクーリング代替課題」を提出し合格すれば、スクーリング出席 

として認められます。（「スクーリング代替課題」があるのは一部の講座のみです） 

ただし、「スクーリング代替課題」で補える数は、講座ごとに上限が決まっていますので自分の 

出席時数をしっかり確認してください。 

■「スクーリング代替課題」の内容は、学校が指定するテレビ・ラジオ番組の視聴を課したり、 

学校が指定するフィールドワーク（展覧会鑑賞、教会礼拝出席など）を課すものです。 

■指定されているテレビ・ラジオ番組は、放送日が限られている場合があり、また礼拝など曜日が 

限られているものがあります。 

代替課題提出が必要な人は、早めに課題に取り組み提出するようにしてください。 

■「スクーリング代替課題」の提出締切日は、1月 7日（木）17時（郵便は当日消印有効）です。 

■「スクーリング代替課題」についての質問などは、各講座担当教員に確認してください。 

 

【「体育」の補充スクーリングについて】 

■「体育」は、出席時数が不足の人を対象に、以下の日程で補充スクーリングを行います。 

（「体育」以外は、補充スクーリングはありません） 

「体育ｊ」は 11月 30日（月）5・6限目、「体育 a2・3」は 12月 16日（水） 

「体育 a1」は 12月 21日（月）、「体育ｂ1･2」は 1月 6日（水）、 

「体育ｂ4」「体育ｃ1･2･4」は 1月 8日（金） 

（補える出席時数は、上限 2時間まで） 

「体育 e」は 12月 1日（火）の 4限目に、、補充スクーリングを行います。 

  （補える出席時数は、1 時間まで） 

■詳しくは「学習計画表」と「個人時間割」で確認してください。 
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【「調査書」「推薦書」の発行について】 

■大学・短大・専門学校に出願する際には、高校が発行する「調査書」が必要になります。 

各学校の出願に必要な書類および出願期間を確認し、「調査書」が必要な人は、担任を通して 

早めに申し込んでください。（申込みから発行まで、1週間かかります） 

■「推薦書」が必要な場合は、作成に時間がかかる場合もありますので、早めに担任まで申し込んで 

ください。（申込みから発行まで、1週間かかります） 

（「調査書」「推薦書」については、「進路支援からのお知らせ」P.12 

も参照） 

 

【ホームルーム】 12月 11 日（金）（特別活動 1時間） 

■ホームルームの内容は、今後の日程および「単位認定テスト」についての確認、その他です。 

各自の時間割には載っていませんから、書き入れておいてください。 

■クラス別の時間は次のとおりです。教室は当日掲示します。（特別活動 1時間）   

                        

 時 間 ホームルームクラス 

6限目～ 

7限目始め 

15：00～15：30 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 3H 3J 3K 3M 

15：35～16：05 1A 1B 2A 2B 2C 2D  2M  

      ※16：10-17：00に、16年度開講の「新クラス」の説明会があります。 

 

【冬期休暇および休暇中のレポート提出】12月 23日（水）～1月 4日（月） 

■12/23（水）～1/4（月）は冬期休暇です。この期間は皆さんは来校できず、事務取扱もありません。 

レポートの窓口提出もできませんのでご注意ください。 

（次項および｢事務室からのお知らせ｣P.8もご覧ください。）  

■レポートの提出期限が、冬期休暇期間（12/23～1/4）である場合は、郵便のみ受付、提出日は 

郵便の消印日となります。 

■冬期休暇中、レポートは学校窓口では提出できません。レポートを直接学校に提出する場合は、 

年内は 12月 22日（火）まで、年始は 1月 5日（月）からとなります。 

■レポート提出の最終締切日は、１月７日（木）17時（郵便は当日消印有効）です。 

十分ご注意ください。 
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【特別活動について】 

 

12月 5日（土）10：30高校集合（その後教会へ移動）（P.17の案内参照） 

 

参加希望者は、必ず職員室受付に申し込んでください。 

申込順に受付、定員 50名になり次第締め切ります。当日受付はできません。 

時間など詳細は参加要項（申込者に配布）に記されています。 

（特別活動 1時間。事前申込必要） 

 

               12月 5日（土）13：15 ２階ライブラリー集合 

（ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ後、天王寺駅に移動）（P.18の案内参照） 

参加希望者は、必ず職員室受付で申し込んでください。 

申込順に受付、定員 25名になり次第締め切ります。当日受付はできません。 

（特別活動２時間。事前申込必要） 

また、「大阪ＹＭＣＡクリスマス献金」を高校内でも募り、事務室で受け付けます。（下記項目参照） 

「クリスマス献金」の案内を同封していますので、ご献金いただきますようお願いいたします。 

 

 12月 10日（木）11：00～15：00（P.19の案内参照） 

  

参加希望者は、必ず職員室受付で申し込んでください。 

申込順に受付、定員 40名になり次第締め切ります。当日受付はできません。 

（特別活動４時間。事前申込必要） 

 

クリスマス献金について 

 

ＹＭＣＡでは、クリスマスを迎えるこの時期に、毎年クリスマス献金活動を行っております。 

クリスマス献金は国際協力のために、大阪ＹＭＣＡ全体での諸奉仕活動のために、 

またＹＭＣＡで行っております下記のプロジェクトのためにささげられます。 

皆様にご協力いただき、継続してこれらのプロジェクトを行えることを願い、 

今年度もどうぞこの献金の主旨をご理解いただき、お一人でも多くのお方にこの献金運動に 

ご参加いただきますよう心よりお願い申し上げます。 

詳しくは、同封しております別紙リーフレットをご覧ください。 

 

    募金期間：2015年 11 月 1日～2016年 1月末日 

     目標金額：大阪ＹＭＣＡ全体目標 1,000万円 

 

     ※ご協力いただいたクリスマス献金は、下記の活動に役立てられています。 

      A.国際協力基金 B.国際協力活動支援金 C.国際奨学支援金 

      D.青少年育成活動支援金 E.個別支援プログラム支援金  

 

クリスマス礼拝      

クリスマス献金街頭募金   

ハイキング 
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【冬期休暇に伴う事務取扱について】 

■遠隔地への旅行などに必要な学割の申請および通学回数券割引証の申請は、12 月 18日(金) 

（12月 21日（月）発行）までです。 

即日発行はできませんので余裕をもって申し込んでください。 

■レポートの学校への直接提出については、下記のとおりといたします。 

冬期休暇中にレポートを提出する場合は郵送してください。 

  

冬期休暇に伴う

事務取扱期間 

年末 2015年 12月 22日(月)まで 

年始 2016年 1月 5日(月)から 

※12月 23日（火）～1月 4日（日）までは学校休業日です。学校への電話連絡はできません。 

緊急で連絡がある場合のみ留守番電話に用件及び連絡先を録音してください。 

（学校から連絡できるのは 1月 5日（月）以降です。） 

 

【レポート等の再発行について】 

■レポート等、配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙に必要 

事項を記入のうえ、事務室で再発行の手続きを行ってください。 

■レポートやバーコードシールの再発行は、下記の事項を正確に記入して申し込んでください。 

■レポートの再発行日は原則として次のスクーリング日（月・水・金）です。 

 

種  類 手数料 申込用紙 

レポート(再発行)１枚 50円 

「レポート等諸用紙発行願」 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 1 ｼｰﾄ 100円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1 枚) 10円 

個人別時間割 100円 

通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100円 

 

 

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・押印のうえ事務室へ提出してください。 併せて生徒証を作り変えますので写真をご用意 

ください。また、郵便物が転送されるように郵便局に転居届を出してください。 

■通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出してください。 

(即日発行はできません。) 

■届出用紙は事務室にある他、『学務の手引き 2015年度版』の巻末にもあります。コピーして使用 

してください。 

 

 

事務室からのお知らせ 

手 数 料 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【2015 年度後期学費の納入について】 

■後期の学費について、分割納入及び 11月延納の手続きをされている場合は、今月の納入期限が 

11月 27日（金）となっています。学校より送付しました「延納・分割納入についてのお知らせ」 

を確認のうえ、期日までに納入手続きをしてください。 

 

【進学・就職に必要な証明書発行手続きについて】 

■証明書は、必ず事前にＨＲ担任と相談したのち、「証明書発行願（進学用・就職用）」に記入して、 

原則として下記の①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記② 

(郵送申込)も受け付けますが、電話・ＦＡＸやメールでは申込みできません。 

■証明書発行までに 1週間を要します。下記の表を確認のうえ日数の余裕をもって手続きしてくだ 

さい。 

 

①窓口申込：受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発行願（進学用・就職用）」 

を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口へ手数料を添えて申し込んでください。 

(生徒証明書の提示が必要) 

②郵送申込：『学務の手引き 2015 年度版』巻末の「証明書発行願（進学用・就職用）」をコピーして 

記入押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封して 

郵送してください。 

（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。発行に日時を要しますので、余裕をもって申し込んで 

ください。） 

 

 

種  類 申込用紙 
通常 英文発行 

手数料 発行日 手数料 発行日 

成績・単位修得(見込) 

証明書 証明書発行願 

 

300 円 受付から

1 週間後 

300 円 受付から

1 週間後 調査書 

推薦書 500 円 1,000 円 

 

証明書の枚数 郵送料(普通) 速達料金 

1～2通まで 82円 

 ＋280円 3～5通まで 92円 

6～10通まで   140円 

 

 

 

 

 

 

手 数 料 

発 行 日 

返信郵送料 

料金表 
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【高等学校等就学支援金について（対象者のみ）】 

■年度の途中で婚姻またはその解消により、保護者に変更があった場合は、新たに申請書の提出が 

必要です。毎月初日の保護者の市町村民税の所得割額が基準となりますので、加算の対象となる 

場合は、必ずその時点で手続きを行ってください。 

■今後の加算申請については、提出があった月の翌月から支給対象とすることができます。 

■後期講座登録を行わない場合は、就学支援金はありませんが、対象月数が減ってしまいますので 

「休学」の手続きとともに支援金の「停止」手続きを行ってください。 

 

【大阪府私立高等学校等授業料減免制度について】 

 ■大阪府では、大阪府等の私立高等学校に在籍する生徒の学資負担者(大阪府内在住)の方が、 

経済不況に伴って今年になってから家計が急変したために学費の納入が困難になった場合、 

生徒の修学を保障するために学校に対し補助金を交付(全額または半額)する制度があります。 

 ■対象となる要件は下記の①②いずれかが該当することとなっていますが、それ以外にも細かい 

条件があります。 

申請を希望する場合は事務室へ下記の①②いずれが対象となるかご確認のうえ申請書をご請求 

ください。 

（対象となる要件） 

①経営状況の悪化に伴う会社の倒産・解雇により失職した場合 

②会社等の経営状況の悪化に伴い収入が前年より著しく減少した場合 

 

【大阪府私立高等学校等授業料支援補助金制度について（対象者のみ）】 

■今年度の府の補助金は、大阪府へ申請を行ってから決定します。決定次第お知らせをして、 

補助金を給付する予定です。（今年度末の予定） 

給付については生徒本人の銀行口座に振込みで行いますので、あらかじめ口座をご用意ください。 

学校からの通知とともに、銀行口座の届出用紙を送ります。 

※ 三菱東京ＵＦＪ銀行以外の口座については振込み手数料をご負担いただきます。 

対象期間や対象単位数によっては補助金の給付がない場合があります。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

卒業年次生の皆さんへ 

 

進学について 

 

 

 

 

 

 

≪New≫【指定校推薦依頼校の追加】≪11月 10日までの学校到着分≫ 

■指定校推薦入試依頼校の追加分をお知らせします。 

推薦基準、募集人数、出願期間、募集学部・学科などの詳細はお問い合わせください。 

また、一覧表が必要な人は職員室受付に申し出てください。 

◇大学 

関西福祉科学大学（第２期） 心理科学部、教育学部 

城西大学（Ｂ日程） 経営学部 

プール学院大学（追加日程） 教育学部 

◇短期大学 

大阪千代田短期大学（第二期） 幼児教育科、総合コミュニケーション学科 

関西女子短期大学（第２期） 保育学科、医療秘書学科 

産業技術短期大学（二次募集） 機械工学科、電気電子工学科、情報処理工学科、ものづくり創造工学科 

城西短期大学部（Ｂ日程） ビジネス総合学科 

プール学院大学短期大学部（追加日程） 幼児教育保育学科 

◇専門学校（今回は追加情報なし）指定校推薦出願までの流れ 

 指定校推薦の申込み（1人 1校） ⇒ 保護者同伴面談 ⇒ 校内選考 ⇒ 出願 

【模擬試験の案内】 

■大学や看護系専門学校等の受験を考えている人は、落ち着いて学習を続けるとともに、模擬試験を 

積極的に受けましょう。不得意分野を発見し、今後の学力の伸びを確認するためにも必要です。 

 

【学力は伸びる ～大学等の一般入試に向けて～】 

■学習を続けているのに成績に反映されず、不安になることがあると思います。しかし、成績の伸び方は 

決して一様でなく、横ばいの状態が長く続いた後、ある時期に急速に上向きに転じ、あるところで安定 

してくるものです。現在の成績で学力を判断しないで、がんばってほしいと願っています。 

 

【募集要項（願書）の入手について】  

■募集要項（願書）を入手するには、各学校のホームページや願書一括サービスを利用するなどの方法が 

あります。また、オープンキャンパス（学校見学会）で入手できる場合もあります。出願期間が近づいて

きたら志望校の募集要項（願書）を取り寄せるようにしてください。 

３階進路コーナーにある願書を持って帰ってもらっても構いません。 

進路支援からのお知らせ 
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【調査書・推薦書の発行について】 

■調査書・推薦書が必要な人は、1階職員室カウンターで「証明書発行願」を受け取り、必要事項を 

記入した上で担任に申し出てください。その際、出願先、受験方式を必ず記入してください。 

また、保護者名（押印）を忘れないようにしてください。（本人が成人の場合は不要です。） 

■調査書・推薦書の発行には 1週間かかります。必要な費用を添えて余裕をもって事務室に申し 

込んでください。推薦書の用紙は願書の中に入っていますので、持参するようにしてください。 

■調査書・推薦書の発行についての詳細は、｢事務室からのお知らせ｣（P.9）をご覧ください。 

 

【推薦条件について】（『それぞれの未来へ』P.7参照） 

■本校が推薦書を発行する場合の条件は、公募制推薦の場合、前期終了時点で 54単位以上修得 

していること、また指定校推薦の場合、前期終了時点で 60単位以上修得していることと、 

「校内生活上のきまり」の「担任注意」を２回以上受けていないことが条件となります。 

 

【推薦入試、ＡＯ入試が終わったら】 

■推薦入試やＡＯ入試で面接試験が行なわれた場合、試験後に「面接試験報告書（進学用）」をホーム 

ルーム担任または進路支援担当者に提出してください。 

■専願入試の場合、合格すれば必ず入学することが条件になります。辞退することはできませんので、 

期限までに入学手続きを済ませてください。指定校推薦入試や多くのＡＯ入試が専願です。 

なお、公募制推薦入試や一般入試にも専願のところがありますので、注意してください。 

 

【大学入試センター試験に出願した皆さんへ】 

■大学入試センター試験に出願した人は、12月 14日（月）までに「受験票」等が入試センターから 

本人に届きます。受験票、写真票に貼る写真を各自用意しておいてください。 

もし「受験票」等が届かない場合、「受験案内」P.35を見て対応してください。 

■大学入試センター試験は来年の 1月 16日（土）、17日（日）に実施されます。 

しっかり準備を進めておいてください。 

 

【予約奨学金について】  

■予約奨学金の学校締切は終了しました。不明な点あれば、事務室までお問い合わせください。 

 ■これとは別に、国の教育ローンを利用する方法もあります。問合わせ先は下記のとおりです。 

教育ローンコールセンター            （月～金 9:00～21:00、土曜日 9:00～17:00） 
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就職について 

すべての皆さんへ 
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【学校紹介で就職を希望する人へ】（『それぞれの未来へ』P.15 参照） 

■学校紹介での就職選考が 9月より始まっています。 

高卒求人票を希望する人・これから就職活動したいと考えている人は、就職担当もしくは担任に 

声をかけてください。 

応募したい会社があれば、応募前職場見学に参加することをおすすめます。 

■応募書類（履歴書・調査書・紹介状）は学校から郵送します。 

応募先が決まった人は調査書を申し込み、履歴書（指定のもの）を作成してください。 

なお、応募は同時に２社以上できませんが、12月からは会社が認めている場合に複数応募が可能と 

なります。 

■面接が終わったら、「就職受験報告書」をホームルーム担任または進路担当者に提出してください。 

不適切な違反質問があった場合、学校やハローワークが対応することになります。 

不適切な違反質問とは、例えば保護者の職業や家庭状況、支持する政党、男性や女性に限定しての 

質問などで、本人の意欲や能力、適性とは関係のない質問です。 

■内定すると辞退することができません。応募の際に慎重に考えてください。当然、卒業が確実である 

ことが求められます。 

■最初の応募で決まらなくても、あきらめず粘り強く就職活動を続けてください。 

 

【縁故紹介や一般求人を見て就職を希望している人へ】 

■家族や知り合い等の紹介（縁故紹介）で就職をする場合、または新聞やインターネット、雑誌の 

一般求人情報を見て応募する場合、各自がそれに応えられるように活動をすすめてください。 

■現在のアルバイトからそのまま正社員に採用というケースも見られます。多くの場合、学校からの 

書類は必要ありませんが、履歴書（市販のもの）が必要になる場合があります。 

 

 

 

【『オープンキャンパス』に参加しよう】  

■進学希望者は、『オープンキャンパス（学校見学会）』に積極的に参加し、自分の目で各学校の 

特色を確認しましょう。 

■『オープンキャンパス』に参加すると特別活動 2時間（上限は 10時間）が認定されます。 
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◆保健室からのお知らせ 
＊インフルエンザについて 

秋は急に気温が下がり、朝夕と昼間との気温差も大きいため、体調管理が大切です。インフルエンザは、 

空気が乾燥する 9月初めから発生し、2月末頃まで流行が続きます。不調を感じたら、早めに医療機関に 

かかりましょう。 

☆普通の風邪とインフルエンザの違い☆ 

１．突然の高熱（38～39度）に加え、関節痛、筋肉痛などの全身症状がある 

２．感染力が強い 

３．肺炎にかかるなど、重症化することもある 

予防には「手洗い」と「うがい」が一番です。予防接種は流行する前に受けると効果があり、また、 

インフルエンザにかかってしまっても重症にはならずに治ります。医師、家族と相談して予防接種を 

受けるのも良いでしょう。 

インフルエンザの感染または感染の疑いと診断され、医師の判断によりスクーリングを欠席する必要が 

ある場合は、学校（担任）へ連絡してください。  

※インフルエンザを含む「学校感染症」については、『2015年度 学務の手引き』P38にも記載しています。 

◆カウンセリングスペースからのお知らせ 

 

＊開室時間と担当者 

  月曜日：川口彰範さん １３：３０ ～ １６：３０ 

  水曜日：西村博子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

  金曜日：道嶋公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

※保護者の方もご利用いただけます。お問い合わせ、ご予約は担当（川口・後藤）まで。 

 

◆「学習アシストルーム」について 
 

学習アシストルームでは、レポートの作成をサポートしています。 

一人ではなかなかレポートが進まないなぁ、という人は、ぜひ登録してください！ 

 

●日程：2015年 10月 27日（火）～12月 17日（木）、2016年 1月 5日（火）、6日（水） 

●時間：火・木：14：00～16：50 水：15：00～16：50  

●費用：各期 5，000円＜登録制＞ 

 

◆火曜・木曜の自習室について 

 後期スクーリング期間中、火曜日・木曜日は 10:00～16:50に自習室（303教室）を利用できます。 

利用にあたっては、来た時と帰るときに職員室にその旨を伝えてください。（「生徒証」を持参のこと） 

 

生徒支援からのお知らせ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆「わいわいカフェ」について 

毎週金曜日 12：30～15：00（教室は当日掲示します。） 

 わいわいカフェでは、飲み物とお菓子を用意して、みなさんの利用を 

お待ちしています。誰かと話したい時、ひとりでゆっくりしたい時、 

気軽にのぞきに来てください。 

 

◆フィジカルサポートスペースからのお知らせ  

 

フィジカルサポートでは、基礎体力の向上や運動不足の解消を目指す生徒のために、 

体力測定や有酸素運動、マシントレーニングなどを下記の曜日に実施します。 

 

水曜日 １３：００～１７：００ 

金曜日 １５：００～１７：００ 

(実施目安は一人につき、１時間～２時間程度) 

※使用できない時間もありますので 

担当の教員に確認して予約を行ってください。 

 

―参加する際のルール― 

運動のできる服装(ジャージなどが望ましい)、水分、体育館用シューズを必ず準備してください。 

利用希望者は、職員室もしくは電話にて申し込み受け付けしています。 

参加当日は、直接４Fのマシンルームには行かずに、職員室まで来てください。 

※人数に余裕があれば当日申し込み可能です。利用は生徒のみです。 

お問い合わせなどは、担当(小平・中尾)までご連絡ください。 

 

◆校内ゴミ分別について（2015年 12 月から）  

「燃えるごみ」 → 残飯、弁当内のアルミホイル、仕切り 

「プラスチック」 → コンビニ弁当の容器 

 

ＹＭＣＡ学院高校では、「燃えるゴミ」と「プラスチック」を分けて回収しています。 

上記のように、しっかり確認して分けていれてください。 

※大阪市のゴミ減量化方針の一環でゴミの分別が大変厳しくなっています。資源を大切にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

スクーリング期間中は

何度でも無料です! 
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◆新クラス説明会のご案内  

 

 

２０１６年４月     ●新クラス説明会ご案内● 
新クラス開設！         １１月 25日（水）１5：００～１5：５０ 

１2月 11日（金）１6：10～１7：0０ 

あなたの夢を叶える。 

友達ができる。違うあなたに出会える。   在校生対象 

  (保護者もご参加いただけます) 
＊教室は当日に掲示いたします。 

            

 

 

 

 

 

 

「ＹＭＣＡのイメージ」オンライン１万人調査へのご協力のお願い 

この度、日本全国のＹＭＣＡにおきまして、「『ＹＭＣＡのイメージ』オンライン調査」を実施することに 

なりました。この調査は、ＹＭＣＡの活動にさまざまな形で関わっておられる皆様のＹＭＣＡに対する率直な

イメージをお尋ねします。今後ＹＭＣＡがより皆様に知られ、選ばれ、愛されて、さらには信頼と誇りを 

持っていただくことを目的として、その土台をつくるための一つとして実施させていただくものです。 

どうぞご協力をお願いします。 

  

＊実施期間：2015年 12月 14日（月）まで 

＊所要時間：５分程度 

＊実施方法：以下のいずれかの URLにアクセスし、オンラインにてお願いいたします。 

(1)PCからのご回答：http://m.imgc.jp/  

(2)スマートフォンからのご回答：http://a.imgc.jp/   または 右 QRコード▶ 

 ＊ID:ymca／PW：image 

  

 ①ＹＭＣＡの現状イメージ、②今後目指すべきイメージ、について画面上に 2枚のカードが表示され、 

どちらか 1枚のカードを「直観で」選びます。①②各 41問。 

  

＊本調査に関するお問い合わせ 

        大阪ＹＭＣＡ お問い合わせ窓口：本部事務局（担当 船戸） 

          Email：info@osakaymca.org 

      

世界とつながりたい。英会話をしたい。 

グローバルクラス 

 
運動が好き。心も身体も大切にしたい。 

ウエルネスクラス 

 
大学に進学したい。 

アドバンストクラス 

 
安心して学校生活を送りたい。 

マイスペ+（プラス）クラス 

 

 
 

16 

http://m.imgc.jp/
http://a.imgc.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 18 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
19 



 

 

 

 

 

「わたしたちも以前
い ぜ ん

は肉
に く

の欲望
よ く ぼ う

の赴
おもむ

くままに生活
せ い か つ

し、 

 行動
こ う ど う

していたのであり、生
う

まれながら神
か み

の怒
い か

りを 

 受
う

ける者
も の

でした。」 

     （エフェソの信徒
し ん と

への手紙
て が み

 2章
しょう

3節
せ つ

） 

 

主
し ゅ

イエス・キリストの救
す く

いを受
う

けて神様
か み さ ま

との正常
せいじょう

な関係
か ん け い

に入
は い

るまでは、 

人
ひ と

も国
く に

のあり方
か た

も「欲望
よ く ぼ う

の赴
おもむ

くままに」行動
こ う ど う

してきたというのです。 

日本
に ほ ん

国
こ く

も日本人
に ほ ん じ ん

も近代史
き ん だ い し

に見
み

るように戦争
せ ん そ う

に明
あ

け暮
く

れて１９４５年
ね ん

の敗戦
は い せ ん

に 

至
い た

るまで、軍国
ぐ ん こ く

主義
し ゅ ぎ

国家
こ っ か

でした。そこでは自由
じ ゆ う

が奪
う ば

われていました。言論
げ ん ろ ん

統制
と う せ い

が 

厳
き び

しく、思想
し そ う

統一
と う い つ

と生活
せ い か つ

制限
せ い げ ん

を強
し

いられました。福祉
ふ く し

活動
か つ ど う

も視野
し や

の外
そ と

でした。 

天皇
て ん の う

の赤子(せきし)と呼
よ

ばれる日本
に ほ ん

国民
こ く み ん

だけが人間
に ん げ ん

のように思
お も

い、他国
た こ く

の人
ひ と

を 

人間
に ん げ ん

と思
お も

わず、蔑
さげす

みました。これが「欲望
よ く ぼ う

の赴
おもむ

くままに」行動
こ う ど う

する日本人
に ほ ん じ ん

、 

未
い ま

だキリストの救
す く

いに与
あずか

っていない日本人
に ほ ん じ ん

の行動
こ う ど う

でした。こうして、神
か み

の怒
い か

りの 

もとにあったのです。 

自己
じ こ

中心
ちゅうしん

でやりたい放題
ほ う だ い

の生
い

き方
か た

が許
ゆ る

されていると思
お も

い込
こ

んでいることが、 

「神
か み

の怒
い か

り」のもとにあるということなのです。 

現代
げ ん だ い

では、戦
せ ん

時下
じ か

と異
こ と

なる形
かたち

で「神
か み

の怒
い か

り」のもとにある自分
じ ぶ ん

や国
く に

のあり方
か た

に 

気
き

づかねばなりません。 

 

(南
みなみ

ＹＭＣＡキリスト教
きょう

委員会
い い ん か い

委員長
い い ん ち ょ う

 中谷
な か た に

 哲造
て つ ぞ う

 牧師
ぼ く し

より)  

南
みなみ

ＹＭＣＡ「キリスト教
きょう

委員会
い い ん か い

」2015-11 
 

   

   

 

今
こ ん

 月
げ つ

 の 聖
せ い

 句
く

 

         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１１月３日（火・祝）、会館全体をあげてのお祭りのカーニバルを開催しました☆ 

「和・話・輪」をテーマに 960名以上の人にかかわってもらうことができました！ 

また収益金も目標金額を達成することができました。 

高校からは、笑 今 笑
わらいましょう

カフェ（コロッケ・チョコバナナ・スムージー・ケーキ・ 

クッキー・コーヒー）や、プラバンアート（オリジナルストラップ作り）、 

ステージプログラム（軽音サークル）にたくさんの生徒たちが参加しました。 

生徒のみなさんは、お店の準備・販売等、日頃と違う体験をすることが出来たことと 

思います。来年はもっとたくさんのみなさんに参加してほしいと思っています。 

収益金 55万円はクリスマス献金に捧げます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪

お お さ か

YMCA

ﾜ ｲ ｴ ﾑ ｼ ｰ ｴ ｰ

2015年度

ね ん ど

年間

ね ん か ん

聖句

せ い く

 

喜
よろこ

ぶ人
ひと

と共
とも

に喜
よろこ

び、 

泣
な

く人
ひと

と共
とも

に泣
な

きなさい。 

（ローマの信徒

し ん と

への手紙

て が み

１２章

しょう

１５節

せつ

） 

 

南ＹＭＣＡ便り 

ファミリーカーニバル 

ご協力ありがとうございました 


